
令和５･６･７年度 学力向上推進拠点校指定事業 

苅田町立苅田中学校 研究発表会 

 指導案集  

公開授業【１３：４０～１４：３０】 

学年・組 教科等 単元・題材名 

１年  

理 科 音の性質 

数学科 比例、反比例の利用 

美術科 色の感情・効果 

社会科 鎌倉幕府の成立 

国語科 いにしえの心にふれる 

２年  

技術科 豊前海の未来をデザイン〜生成 AI と磨く水産育成プラン〜 

国語科 字のない葉書 

外国語科（英語） Project 1  スピーチ 「My Dream」 

外国語科（英語） Lesson5  Visiting Australia 

理 科 植物の体のつくりとはたらき 

３年 

国語科 自らの考えを～多様性の中で自分の考えを確立する～ 

保健体育科 水の役割と飲料水の確保 

理 科 地球と宇宙 

数学科 円の性質 

外国語科（英語） Lesson5  Translating Culture 

支援学級 外国語科（英語） できることをたずねたり伝えたりしよう 

教科別分科会【１４：５０～１５：３０】 

分科会 分科会 指導助言者 会 場 

第１分科会 国語科 福岡県教育庁教育振興部義務教育課 
生物室 

（プレハブ棟２階） 

第２分科会 理科 福岡県教育庁京築教育事務所 
第 3理科室 
（プレハブ棟１階） 

第３分科会 外国語科（英語） 福岡県教育庁京築教育事務所 
図書室 
（北棟３階） 

第４分科会 
数学科 
技術科 

福岡県教育庁教育振興部義務教育課 
ＰＣ室 

（プレハブ棟２階） 

第５分科会 
社会科・美術科 
保健体育科 

福岡県教育庁京築教育事務所 
音楽室 
（北棟４階） 

 

令和７年１０月２４日（金） 



第１学年 理科学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 「音の性質」 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説理科編（平成

29 年）の「（１）身近な物理現象」の指導目標である

「ウ 音についての実験を行い、音はものが振動するこ

とによって生じ空気中などを伝わること及び音の高さや

大きさは発音体の振動の仕方に関係することを見いだ

すこと。」をねらいとしている。本題材では音の大小や音

の高さは楽器の何に関係しているのかを調べる課題を

設定し、ねらいに迫りたい。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは，楽器と

音の大小の関係については，約 75％が正解に近い回

答をしていたが，楽器と音の高さの関係についての質

問には７０％以上の生徒が「よく分からない」や不正解

の回答だった。このことから、音楽の授業等で楽器を使

って音階の学習はしたことあるが、楽器の特性と音の高

さを関連させて考えた経験がない生徒が多いというこ

とが明らかになった。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、音の大小や高低が楽器の何に関係しているのかを調べる活動やオシロスコープを使

って様々な音の波形を比較・分析する活動を通して、音の規則性について理解させるとともに、日常生活や社会と関

連付けて科学的にみる見方や考え方を養いたい。そのため、身近な楽器を用いて音の大小や高低が楽器の何に関

係するのかを予想させ、調べる活動を行う。その後、結果を比較したり、再実験を行ったりする中で音の規則性を見い

ださせたい。比較や再実験を行う際は、指定した班ではなく、自由に学習形態を選ばせたり、追加の課題を提示した

りして、考えを深めさせたい。次時に、オシロスコープを用いることで音を科学的にみることが出来るということについ

て理解できるようにする。 

 

３．単元目標 

○音は振動によって伝わることを理解できるとともに、実験を正しく行い、結果を整理する技能を身につける。 

【知識及び技能】 

○結果を比較・検討することで見いだした規則性を表現したり、別の規則性がないか考察したりできる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○実体験と関連させたり、実際の楽器に触れたりして、新たに発見しようとしている。    【学びに向かう力、人間性等】 

４. 単元計画（全 8時間）（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 
重点的に見取る 

振り返りの視点 
指導上の留意点 

1

次 

（
3

時
間
） 

１．音の伝わり方を調べる実験を行う。 

２．音の伝わる速さについて学習する。 

３．音の伝わり方について、演習問題や小テストで

理解を深める。 

①③ 

①③ 

①②③ 

○実験の考察や結果の整理が困難な生

徒が活動を進められるようにするため

に、ヒントシートを提示する。 

 

2

次
（
5

時
間
） 

4.音の大小や高低と楽器の関係について予想す

る。 

5.前時の予想を確かめ、観察・実験を行う。 

6.前時の結果を踏まえ、モノコードで実験を行う。 

7.オシロスコープを用いて音について視覚的に理

解する。 

8.音の大小や高低について、演習問題や小テスト

で理解を深める。 

①②③ 

 

①②③ 

①③ 

 

①③ 

 

①③ 

○生徒が意欲的に取り組めるようにするた

めに、追加の課題や難易度の高い問題

を準備しておく。 

○主体的に学び合いを進められるようにす

るために、「学びの図」を提示し、自己選

択・自己決定を促す。 

○自らの知識の定着度を自覚するために、

小単元ごとに小テストを行う。 
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５. 本時（第２次 ２時目） 令和７年 10月 24日（金） 第５校時   

（１）本時の主眼：前時で考えた、音の大小や高低と楽器の関係を調べる活動を通して、音の大小や高低の規則性見つ

け、まとめることができる。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．前時の学習を振り返り、本時の活

動を確認し、めあてを共有する。 

 

５ 

 

全体 〇活動の際、他の班の人と結果の比較や考察をしやすくす

るために、前時に生徒が記述した実験方法や予想を共

有する。 

展

開 

２．実験の注意点を確認する。 

 

３．各班で考えた予想をもとに実験を

行い、音の規則性を調べる。 

個別最適な学び 

・自分で結果を整理して、規

則性について考察する。 

・他者の結果と比較し、自分

の考察を見直す。 

協働的な学び 

・規則性について他者協力し

て考える。 

・自分と異なる考えを聞き、考

えを深める。 

５ 

 

３０ 

全体 

 

班 

↓ 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

〇本時の活動を円滑に進められるようにするために、楽器

の使い方や注目すべきポイントを説明しておく。 

〇困っている生徒が規則性見つけることができるように、

特に音の高低については楽器の構造（長さや太さ）や

弦（長さ、太さ、張り）に注目させる画像や動画を提示す

る。 

〇考察が終わった生徒が次の課題に取り組めるようにす

るために、特に弦の振動の幅や振動のしかた（回数・速

さ）に注目するような助言を行う。 

〇規則性をまとめる際、他の楽器の結果と共通して言える

ことに注目するように促す。 

★楽器の演奏の仕方やつくりのちがいと音の大小や高低

の関係についての規則性を、結果の共通点に注目して

まとめている。〈思考・判断・表現〉 

 

 

 

 

 

終

末 

４． 本時のまとめを行い、授業の振り

返りを行う。 

 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

１０ 

 

個人 

↓ 

全体 

〇「自己の学びの自覚」、「学び合いの有効性」、「これか

らの学びへのつながり」の 3 つの視点で振り返りを行

い、全体で共有する。 

めあて 楽器の演奏の仕方やつくりのちがいをもとに、音の大小や高低の関係を調べ、規則性をまとめよう。 

まとめ 楽器をならす力を強くすると音は大きくなり、弱くすると音は小さくなる。 

楽器の弦や管を長くしたり太くしたり、弦を緩めたりすると音は低くなる。 

楽器の弦や管を短くしたり細くしたり、弦を強く張ったりすると音は高くなる。 

 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】  

① 音の大小や高低には規則性があることが分かった。 

② 〇〇さんと考えを比べることで、自分の気づいていない規則性に気づくことができた。 

③ 次の時間は音の大小や高低を別の方法で調べたい。 

【予想される生徒の記述】  

○力を強くすると大きな音が出る。     ○楽器の弦や管が短いと高い音が出る。 

○楽器の弦が張っていると高い音が出る。  ○振動の幅が大きいと音は大きくなる。 

○楽器の弦や管が細いと高い音が出る。   ○振動の速さが速いと音は高くなる。 
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第１学年 数学科学習指導案 
苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 「比例と反比例」 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説数学編（平成２

９年）のＣ関数（１）「比例、反比例」にあたり、「具体的

な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出して、

その変化や対応の仕方に着目し、関数関係の意味を理

解できるようにする」とともに「具体的に事象を考察する

ことを通して、関数関係を見いだし考察し表現する力を

養う」ことをねらいとしている。 

【生徒観】 
本学級で事前に行ったアンケートでは、「小学校で学
習した比例と反比例について、その特徴を説明できる
自信がある」という質問に、「ある」「少しある」と回答し
た生徒は、比例は 61％、反比例は５７％であった。しか
し、身近にある比例や反比例の関係にあるものについ
て、具体的な例を記入できたのは 1 人だけであった。こ
のことから、比例、反比例について基礎的な知識はある
ものの、具体的な事象との関連性は持てていないこと
が明らかになった。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、関数を用いて具体的な事象を捉え考察するとともに、表、式、グラフを用いて課題を解

決することで、それぞれのよさを説明することができるようにしたい。そのために、常に学び方を自己選択・自己決定で

きる環境を整え、個人で取り組むだけでなく、ペア・小集団でも意見交流が可能な学習場面を設定する。また、振返り

の場面を設定することで「学び合いの有効性」を確認できるようにする。 

 

３．単元目標 

〇比例と反比例についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数理的に捉えたり、数学的に解

釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身につける。                                【知識及び技能】 

〇数量の変化や対応に着目して関数関係を見いだし、その特徴を表、式、グラフなどを用いて考察し表現することができ

る。                                                                    【思考力、表現力、判断力等】 

〇比例と反比例について、数学的活動の楽しさやよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとしたり、

問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしたりしている。                  【学びに向かう力、人間性等】 

 

４. 単元計画（全１５時間） 

（振返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 
重点的に見取る

振返りの視点 
指導上の留意点 

１
次 

（
１
時
間
） 

1. 変数と関数、変域の意味を理解し、変域を、不等号を

用いて表す。 

①③ ○ 関数の意味を実感させ

るために、ｘを変えるとｙ

が決まるような数の対応

表を扱う。 

２
次 

（
５
時
間
） 

2. 負の数の範囲で比例の関係が成り立つか調べる。 

3. 点の座標を求めたり、座標を平面上の点で表したりす

る。 

4. グラフの変域を負の数に広げ、グラフの特徴を調べる 

5. 比例のグラフの特徴を理解し、式からグラフをかく。 

6. １組のｘ、ｙの値や比例のグラフから式を求める。 

①③ 

①③ 

 

①③ 

①② 

①② 

○ 主体的に学び合いを進

められるようにするため

に、「学びの図」を提示

し、自己選択・自己決定

を促す。 

３
次 

（
４
時
間
） 

7. 負の数の範囲で反比例の関係が成り立つか調べる。 

8. グラフの変域を負の数に広げ、グラフの特徴を調べる。 

9. 反比例のグラフの特徴を理解し、式からグラフをかく。 

10. 1 組のｘ、ｙの値や反比例のグラフから、その式を求め

る。 

①③ 

①③ 

①② 

①② 

○ より深く学習内容を

定着させるために、

比例の内容と対比し

て考える。 

４
次 

（
５
時
間
） 

11. 比例や反比例を用いて事象を捉え考察し、表現する。 

12. 比例のグラフを基にして、考察、表現する。 

13. 比例の表、式、グラフを基にして考察し表現する。 

14. 反比例の表、式、グラフを基にして考察し表現する。 

15. 課題解決的学習 

①② 

①② 

①② 

①② 

①② 

○ 学びを日常での経験

と結びつけ、その活用

力を高めるために、日

常生活で起こりうる

課題を設定する。 
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５. 本時（第４次 ４時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時   

（１）本時の主眼:電子レンジの加熱時間と出力に関する表から反比例の関係を見いだし、加熱時間を求める活動を 

通して、表、式、グラフの特徴を説明することができる。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．これまでの学習を振返り、本時の課

題を確認する。 

５ 

 

全体 〇前時の学習とのつながりを意識できるようにするために、

前時に生徒が記述した振返りを電子黒板に提示する。 

 

 

 

展

開 

２．見通しをもち、めあてを共有する。 

 

                              

３．表、式、グラフを用いた解決の仕方

と特徴をそれぞれ考える。 

個別最適な学び 

      ・自分で学習の方法を選択す

る。 

・他者の意見をもらった後に自

分で記述内容を見直す。 

協働的な学び 

・自分と異なる多様な考えを聞

き、自分の考えを深める。 

４．全体で交流する。 

 

 

 

 

   

 

 

５ 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７ 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

〇解決の見通しをもつために、既習事項を振り返る。 

 

 

〇課題解決をしやすい学び方を自己選択・自己決定できる

ようにするために、「授業プリントから考える」、「他者から

アドバイスをもらう」といった解決方法の選択肢を「学び

の図」で視覚的に提示する。 

 

 

〇各学力層に応じた手立てとして、生徒の状況を見て、表、

式、グラフそれぞれの解決方法の手順を示したヒントカー

ドをＩＣＴ端末で配布する。 

 

〇多様な考え方を共有するために、意図的な指名を行い、 

それぞれの特徴を全体に共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

★表、式、グラフを用いたそれぞれの特徴を説明している。

〈思考・判断・表現〉 

○関数へのより深い理解を促すために、比例の特徴と比較

しながら確認をする。 

終

末 

５．本時のまとめを行い、授業の振返り

を行う。 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

８ 

 

個人 

↓ 

全体 

〇「自己の学びの自覚」、「学び合いの有効性」、「これから

の学びへのつながり」の視点で振返りを行い、全体で共

有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 関数における表、式、グラフにはそれぞれの特徴があるため、目的に応じて使い分ける必要がある。 

【予想される生徒の記述】 

・表は、規則性を見つけやすいことがよいと思った。 

・式は、表やグラフで読み取ることができない値でも、計算すれば求められることがよいと思った。 

・グラフは、曲線のため正確な加熱時間は分からないが、変化の様子からおおよその時間は分かることが 

良いと思った。 

【振り返りの視点】 ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】   

① 式を使えば、どんな値でも素早く計算し、求めることができるとわかった。 

② 〇〇さんからアドバイスをもらって、よりよい方法に気がつくことができた。 

③ 日常生活で使える数学の内容を、もっと知りたいと思った。 

課題  

苅田君は冷凍パスタをコンビニで買ってきました。電子レンジで温めようと思いましたが、初めて使うので、

どの程度温めたらよいか困っています。 

めあて  加熱時間を簡単に求めるために、表、式、グラフの特徴を説明しよう。 

 

 

 

 

 

 

。 
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第１学年 美術科学習指導案 
苅田町立苅田中学校 

 

１. 題材名 「色の感情・効果」 

２. 題材設定の理由 

【題材観】 

本題材は、中学校学習指導要領解説美術科編（平成２

９年）の一学年、２．内容Ｂ鑑賞（１）イ-（ア）、「身の回りに

ある自然物や人工物の形や色彩、材料などの造形的な美

しさなどを感じ取り、生活を美しく豊かにする美術の働き

について考えるなどして、見方や感じ方を広げる」ことか

ら、色がもつ性質や印象、効果についての理解を深め、そ

れを活用し意図に応じて構想を練ったり、表したりすること

ができるようになることをねらいとしている。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは「色の三

要素について、意味を説明できますか」という質問に、３０．

２％が「できる」、５３．５％が「すこしできる」、１４％が「あま

りできない」、２．３％が「できない」と答えた。また、「生活

の中で色に注目してものを選んだり、決めたりすることが

ありますか」という質問には、４６％が「よくある」２４％が

「たまにある」２７％が「ほとんどない」３％が「考えたこと

がない」と答えた。 

 

 

【指導観】 

本題材の指導にあたっては、部屋の配色を行うことを通して、色によって印象が異なることを感じ取り、色の感情効

果について理解を深め、意図に合わせて色を選ぶことができるようにしたい。そのために、タブレットのツールを活用し

て、様々な配色を試せるようにし、制作したものをクラスルームに投稿したり、見せ合ったりすることで色の印象の共有

や相談などの交流ができる学習場面を設定する。その際、既習事項である色の三要素（明度・彩度・色相）を交流活

動や発表などの説明に取り入れるようにして、それらについても理解が深まるようにする。また振り返りを行い、「学び

合いの有効性」を確認できるようにする。 

 

３．題材の目標 

〇色の感情効果を理解し、色の働きについて考え見方や感じ方を深め表すことができる。          【知識及び技能】 

〇色の感情効果などを活用し、意図に応じて配色の構想を練ることができる。         【思考力、判断力、表現力等】 

〇色の感情効果などをもとに色みや明るさ、鮮やかさを捉えながら活動に取り組もうとしている。 

  【学びに向かう力、人間性等】 

４. 題材計画（全４時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

主な学習活動・内容 
重点的に見取る

振り返りの視点 指導上の留意点 

1.色の違う図を見比べて印象の違いを共有し

色の感情効果について知る。 

 

２. 軽重・強弱・寒暖などの色の感情効果など

を学び、ぬりえをぬり効果を確かめる。 

 

３.目的を設定し、部屋の配色を色の感情効果

などを使って考える。 

 

４．考えた配色が目的に合っているか、部屋の

色合いを再検討する。（本時） 

 

５．制作した部屋と目的を発表する。 

① 

 

 

① 

 

② 

 

② 

 

③ 

○多くの人が色について似た印象をもっていることを

理解できるように、色の違う絵を提示し、それぞれの

印象を共有する。 

○各色相が持つイメージについても関連して考えるこ

とができるように、プリントを用意し説明する。 

 

○多くの配色パターンを試す事ができるように、タブレ

ットの webペイントツールを活用する。 

 

○目的に合った配色になっているかどうか確認できる

ように、交流活動を行うようにする。 

 

○色の三要素の理解を深めることができるように明る

さやあざやかさ、色みに触れながら説明する。 
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５. 本時（３時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時   

（１）本時の主眼：お互いの作品を見たり印象や感じたことを共有したりする学び合いの活動を通して、色の感情効果な

どの働きを感じ取り、意図に応じて部屋の配色の構想を練ることができる。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．前時の学習を振り返り、本時の活

動を確認し、めあてを共有する。 

 

５ 

 

全体 ○前時の学習とのつながりを意識することができるよう

に、生徒が前回制作した塗り絵を電子黒板に提示す

る。 

展

開 

２．タブレットでぬりえをする操作方法

や活動について確認する。 

 

３．部屋の配色を見直し、よりよい配色

をする。配色の工夫点を記入して、

ぬりえをクラスルームに投稿する。 

個別最適な学び 

・資料を参考にタブレットで配

色し、印象を感じながら配色

を試す。 

・他者に意見をもらい、自分で

配色を見直したり、新たな配

色を試したりする。 

協働的な学び 

・他者の制作した部屋を見て

色についての見方や感じ方を

深める。 

 

５ 

 

 

３０ 

全体 

 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

〇配色についての学び合いに集中できるように、操作方

法・クラスルームへの投稿方法はプリントで確認でき

るようにする。 

○他者の感じかたを想定し、意図が伝わる配色を考え

ることができるように、要点を確認する。 

 

〇各学力層に応じた手立てとして、配色カードや色のト

ーン・色相のイメージの資料を見ることや他の生徒に

相談することを促す。 

 

★色の感情効果などを活用し、意図をもって部屋の配

色を決めて表している。〈思考・判断・表現〉 

終

末 

４．本時のまとめを行い、授業の振り返

りを行う。 

 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

 

 

 

１０ 

 

個人 

↓ 

全体 

〇今回の学習について振り返ることができるように「自

己の学びの自覚」「学び合いの有効性」「これからの

学びのつながり」の視点で振り返りを行い、全体で共

有する。 

めあて  作った部屋を見直して、よりよい部屋の配色を完成させよう。 

まとめ 色の感情・効果などを使うと部屋の印象や雰囲気、過ごし方のイメージを作ることができる。 

【予想される生徒の姿】 

○好みの色を使って部屋を配色する。 

○部屋の雰囲気やイメージを決めて、色の感情効果などを使い、

配色しようとする。 

○制作を見せ合い、感想を共有しあう。 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 ①色の違いで部屋の印象が変わることがわかった。 

②○○さんの考えた部屋は優しそうな色でゆっくり過ごせそうだと思った。

③自分の持ち物や服などの色の組み合わせも考えてみたい。 
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第１学年 社会科学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 「鎌倉幕府の成立」 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説社会編（平成２９

年）の B（２）（ア）「武家政治の特徴を考察して、武士が台

頭して武家政権が成立し、その支配が広まったことととも

に、元寇（モンゴル帝国の襲来）がユーラシアの変化の中

で起こったこと」を理解できるようにすることである。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、「元寇と

いう事象について知っていると答えた生徒は約９割であっ

た。しかし、出来事の要因や結果について説明できる自信

があるという生徒は２割にも満たない。 

このことから、多くの生徒は、歴史上の出来事や用語を

個別の知識として暗記する傾向にあるため、それらを関連

付けて、要因や影響などを論理的に記述することに困難さ

が見られることが明らかになった。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、武士が台頭して主従の結び付きや武力を背景とした武家政権が成立し、その支配が広ま

ったこと、元寇がユーラシアの変化の中で起こったことを理解できるようにしたい。また、武家政権の成立によって起きた

社会の変容について説明できるようにしたい。そのために、生徒が学び方を自己選択・自己決定しながら、考えを広げた

り、深めたりできるようにする。また、複数の資料を関連付けながら、考えを表現するための思考ツールを活用することが

できるようにする。さらに、振り返りの場面では、内容や学び方の高まりを実感することができるようにする。 

 

３．単元目標 

〇武士が台頭して主従の結びつきや武力を背景とした武家政権が成立し、その支配が広まったことについて理解でき 

るとともに、資料からそれらを調べまとめることができる。                                   【知識及び技能】 

〇武士が台頭して主従の結びつきや武力を背景とした武家政権が成立し、その支配が広まったこと、元寇がユーラシア

の変化の中で起こったことについて多面的・多角的に考察し、説明することができる。 【思考力・表現力・判断力等】 

〇武家政権の成立から展開について、主体的に説明しようとしている。               【学びに向かう力、人間性等】 

 

４. 単元計画（全５時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

主な学習活動・内容 
重点的に見取る 

振り返りの視点 
指導上の留意点 

１．鎌倉幕府の政治のしくみについて理解する。 

２．鎌倉時代の人々の生活や社会の発展について理解

する。 

３．鎌倉時代の文化や仏教が、古代のものと比べてど

のような特色があるのか考える。 

４．元軍が日本に襲来したことや、それに対する幕府の

対応を理解する。 

５．鎌倉幕府がおとろえた理由について、複数の視点か

ら説明する。 

①② 

①③ 

 

①③ 

 

①② 

 

①② 

 

○主体的に学び合いを進められるよ

うにするために、「学びの図」を提

示し、自己選択・自己決定を促す。 

○前時で学んだことを幅広く確認す

るために、生徒が前時に記述した

振り返りを導入段階で電子黒板に

提示して共有する。 

○歴史的事象を多面的・多角的にと

らえるために、ICT を活用して、他

者参照できるようにする。 
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５. 本時（５時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時     

（１）本時の主眼：鎌倉幕府が衰えた要因を様々な資料を読み取り、考える活動を通して、複数の事実を関連付けて 

説明することができるようにする。  

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．これまでの学習を振り返り、本時

の活動を確認し、めあてを共有す

る。 

 

 

 

５ 

 

全体 〇前時の学習とのつながりを意識できるようにするため

に、前時に生徒が記述した振り返りを電子黒板に提示

する。 

〇生徒が活動の見通しを持てるようにするために、前時ま

でのまとめプリントの中から、鎌倉幕府がおとろえた理

由に関連する事柄を予想させる活動を設定する。 

 

 

展

開 

２．資料をもとに、鎌倉幕府がおとろ

えた理由について考える。 

 

個別最適な学び 

・自分で情報収集の方法を

選択する。 

 

・他者の意見をもらった後に

自分で記述内容を見直す。 

 

協働的な学び 

・自分と異なる多様な考えを

聞き、より多くの考え方に気

付く。 

 

      ・他の資料を参考にしている

人と学び合いをすることで、

複数の視点で考えを持つ。 

 

3．鎌倉幕府がおとろえた理由に 

ついて、２の活動をもとに複数の 

視点で整理する。 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇複数の資料を基にフィッシュボーンチャートに記入する活

動を通して、鎌倉幕府がおとろえた理由について多面

的・多角的にとらえることができるようにする。 

〇各学力層に応じた手立てとして、生徒の状況を見て、学

び合いの途中でグーグルクラスルームに御家人が元寇

の準備にかけた費用が分かる資料を提示したり、AI の

活用を促したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★鎌倉幕府がおとろえた理由について、資料をもとに複数

の視点から説明している。〈思考・判断・表現〉 

○ICT を用いて意見を集約・整理することで、多様な意見

を全体で共有できるようにする。 

終

末 

4．本時のまとめを行い、授業の振り

返りを行う。 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

 

 

 

 

１０ 個人 

↓ 

全体 

〇「自己の学びの自覚」、「学び合いの有効性」、「これか

らの学びへのつながり」の視点で振り返りを行い、全体

で共有する。 

 

めあて 鎌倉幕府がおとろえた理由について、複数の視点から説明しよう。 

まとめ 御恩と奉公の関係性が崩れたことや分割相続による所領の細分化、永仁の徳政令による混乱など

で幕府と御家人の関係性に揺らぎが生じたことで鎌倉幕府はおとろえた。 

【予想される生徒の記述】 

・御家人は御恩がなかったため、生活が苦しくな

り、不満が高まった。 

・商人は永仁の徳政令が出されたため、御家人に

対して金を貸さなくなり、経済面で幕府の信用

が失墜した。 

・幕府は恩賞不足になったため、御家人との関係

が悪化し、権威が失墜した。 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 ①鎌倉幕府は、武士の不満や不信感、信用の失墜などで力がおとろえた。 

②〇〇さんからアドバイスをもらって、気付いてない点が見つかった。 

③幕府の力がおとろえた後に、どのような勢力が力をつけたのか知りたい。 
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第１学 国語科学習指導案 
苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 「いにしえの心にふれる」（「今に生きる言葉」光村図書） 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説国語編（平成

29 年）の「（３）我が国の言語文化に関する事項」の

指導目標である「ア音読に必要な文語のきまりや訓

読の仕方を知り、古文や漢文を音読し、古典特有のリ

ズムを通して、古典の世界に親しむこと。」、「イ古典に

は様々な種類の作品があることを知ること。」をねらい

としている。本題材では自分の生活の中での出来事

を、故事成語を適切に用いて短い文章を書く課題を

設定し、ねらいに迫りたい。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、国語の

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の中で、

「書くこと」について不得意だと答えた生徒は４５％いた。

その理由として、「書きたいことはあっても、どんな言葉や

表現をしたらいいのか分からない」と書いている生徒が

多かった。このことから、文章を書く際、文例や使える表現

の例を示すことが必要であると考える。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、古文や漢文の作品を読むことを通して、古典の世界を想像したり、音読で古典特有の

リズムを味わったりすることで、古典の世界に親しむことをねらいとしている。 

前時までに、「いろは歌」、「蓬莱の玉の枝―『竹取物語』から」を題材に、日本の古典作品を読むことで古典に生

きる人々の世界を想像したり、音読を通して古典特有のリズムを味わったりしてきた。 

本題材「今に生きる言葉」での学習では、故事成語を使って短い文章を書く学習を通して、故事成語への理解を

深め、古典に親しみ、故事成語が自分たちの生活の中で生きる言葉であることを実感できるようにしたい。 

そのために、まず「矛盾」を読み、故事成語について理解するための学習を設定する。次に、「矛盾」以外の故事成

語の由来や意味、用例を調べる学習をする。本時では調べた故事成語を適切に使って、体験文を書き、交流する学習

を設定することで、故事成語が現代の生活の中でも生かせる表現であることを実感させたい。 

 

３．単元目標 

〇音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り、古典の文章を音読し、古典の世界に親しんでいる。   

 【知識及び技能】 

〇故事成語についての文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができる。     

   【思考力、判断力、表現力等】 

〇読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

〇故事成語の意味に注意しながら、故事成語と自らの体験とを結びつけて考えたことを説明しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

４. 単元計画（全８時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 
重点的に見取る 

振り返りの視点 指導上の留意点 

１
次
（
１
時
間
） 

１．古典には様々な作品があることを理解する。また、

「いろは歌」の特徴とおおまかな意味を捉え、七五

調のリズムを味わいながら音読をする。 

①③ 

 

○古典が現代の自分たちとつながりがある

ことを感じられるようにするために、紹介

する作品はできるだけ生徒が見聞きした

ことのあるものを取り扱う。 

２
次
（
３
時
間
） 

２. 「蓬莱の玉の枝」を通読・音読し、物語のあらすじ

を捉える。 

３.古典の文章と現代の文章の違いを確かめる。 

４．場面の様子や登場人物の心情を捉える。 

①③ 

 

 ② 

①③ 

○古典の世界で現代のわたしたちに通じる

ところを実感できるようにするために、登

場人物たちの思いや行動に着目して読

む活動を取り入れる。 

３
次
（
４
時
間
） 

５．本文を読み、故事成語について理解する。 

６．さまざまな故事成語の由来や意味、用例を調べる。 

７．調べた故事成語を使って体験文を書く。（本時） 

８．漢文の訓読のきまりについて理解する。 

② 

② 

①③ 

①③ 

○故事成語が、生徒たちにとって身近な言葉

であることを実感できるようにするために、

故事成語の由来や意味を知るだけでなく、

文章の中で適切に使う学習を設定する。 
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５. 本時（第３次 ４時間目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時    

（１）本時の主眼： 故事成語の由来や意味に注意しながら、自分の生活に関連付けて故事成語を使った短い文章を書

くことを通して、故事成語に親しむことができるようにする。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．前時までの振り返りを見て、本時

の学習の目標や内容を確認し、見

通しを持つ。 

 

５ 

 

全体

↓ 

個人 

○本単元・本題材での学習の目標の確認、前時までの振

り返りを行い、本時の自分の学びの目標や内容、解決

方法を決めるための指針にする。 

 

展

開 

２．日常生活を振り返り、調べた故事

成語を使って体験文を作る。 

 

個別最適な学び 

・教科書の文例や提示された

資料の中の故事成語の意

味や用例を活用して、故事

成語を用いた体験文を書

く。 

協働的な学び 

・誰か（友人や先生）と相談

しながら体験文を完成させ

てもよい。その際、わからな

い言葉や内容を解決するた

めに話し合う。 

５ 

 

 

３０ 

全体 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

〇体験文を書く際、①故事成語が文章の中で意味や由来

に注意して適切に使われているか、②「いつ・どこで・誰

が・どうした」がはっきりわかる等相手に伝わりやすい文

章になっているか、の２点に気をつけて書くように促す。 

 

○各学力層に応じた手立てとして、故事成語ごとに体験文

の例を資料として準備しておく。 

 

〇学びの自己調整をするために、状況を見て学び合いの

途中で参考にできる生徒の文章や効果的な学び方を

紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

     

★故事成語の由来や意味に注意しながら、自分の生活に

関連付けて故事成語を使った短い文章を書き、故事成

語に親しんでいる。〈知識・技能〉 

 

終

末 

３．本時のまとめを行い、授業の振り

返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

個人 

↓ 

全体 

〇「自己の学びの自覚」、「学び合いの有効性」、「これか

らの学びへのつながり」の視点で振り返りを行い、全体

で共有する。 

 

めあて 興味を持った故事成語を使って、自分の体験に基づいた文章を書いてみよう。 

まとめ 故事成語の由来や意味を理解していると、故事成語を自分の表現として使うことができる。（例） 

【予想される生徒の記述】  

テストで９８点取った友だちに、９９点取った私が自慢したら「五十歩百歩

やん。」と言われてしまった。（由来までふまえると不適切） 

→１００点満点のテストで３０点取った友だちに、４０点取った私が自慢し

たら「五十歩百歩やん。」と言われてしまった。（由来をふまえて、ネガティ

ブな状況で使うよう、修正） 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと  ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】  

①故事成語を適切に使うには由来や意味をきちんと理解しておけばいいとわかった。 

③他の故事成語についてもっと知りたい。故事成語を正しく使えるようになりたい。 
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第２学年 技術科学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１．題材名 「豊前海の未来をデザイン 〜生成 AI と磨く水産育成プラン〜」 

２．題材設定の理由 

【題材観】 

本題材は、中学校学習指導要領解説技術・家庭科編

（技術分野）（平成２９年）の B 生物育成の技術（３）にお

いて、「生活や社会に果たす役割や影響に基づいて生物

育成の技術の概念を理解させるとともに、よりよい生活や

持続可能な社会の構築に向けて、生物育成の技術を評価

し、適切に選択、管理・運用したり、新たな発想に基づいて

改良、応用したりする力」を育成することをねらいとしてい

る。また、「（家庭や）地域社会における身近な課題を取り

上げて学習」とされており、本題材では豊前海の水産業を

題材として取り上げることで、地域の特色を生かした学習

を展開する。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、水産業に

ついて「聞いたことがある」と答えた生徒は 85％であった

が、「詳しく知っている」と答えた生徒は12％にとどまった。

また、「地域の産業に興味がある」と答えた生徒は 68％、

「技術を使って地域の課題を解決したい」と答えた生徒は

73％であった。「生成 AI を活用することがある」と答えた

生徒は４１％であった。一方で、「生成 AI を上手に活用す

ることができる」と答えた生徒は５％であった。このことよ

り、課題解決における手段の生成 AI を効果的に活用でき

ていない生徒が多いと考えられる。 

 

【指導観】 

本題材の指導にあたっては、豊前海の水産業という身近な題材を通して、生物育成の技術への関心を高めたい。その

ために、情報収集や小集団での討議を積極的に取り入れ、多様な視点から課題を捉えられるような学び合いを展開す

る。また、生成 AI を効果的に活用することで、生徒の思考を深化させ、より質の高い提案につなげたい。振り返りでは、

技術の見方・考え方がどのように働いたかを意識させ、今後の学びとのつながりを明確にする。 

 

３．題材目標 

○豊前海で行われている水産業の現状と特殊な養殖方法について調べ、水産生物の生育に必要な環境条件と育成技術

について理解することができる。                                                          【知識及び技能】  

○技術の見方・考え方を働かせて、水産生物の育成における課題を発見し、生育環境の各要素を総合的に検討して、より

価値の高い産物とするための育成プランを構想し、豊前海の持続可能な発展に寄与する方法について論理的に判断し、

表現することができる。                                                       【思考力、判断力、表現力等】 

○地域の水産業に関心を持ち、豊前海の未来を考える当事者意識を持って学習に取り組むとともに、他者と協働して課題

解決に取り組み、技術が社会や環境に与える影響を考慮し、持続可能な社会の実現に向けて主体的に行動しようとし

ている。                                                                   【学びに向かう力、人間性等】 

 

４．題材計画（全６時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 
重点的に見取る 

振り返りの視点 
指導上の留意点 

１
次 

(

２
時
間) 

1．豊前海の水産業の現状を理解し、 

課題を見いだす。 

2．水産生物の育成技術と環境条件に

ついて知る。 

①③ 

①②③ 

○地域への関心を高める資料を効果的に活用

する。 

○科学的根拠に基づいた理解を促す。 

２
次 

（
２
時
間
） 

3．課題分析を行い、育成プランの基本

構想を練る。 

 

4．生成 AI を活用した育成プランのブ

ラッシュアップを行う。 

①②③ 

 

 

①③ 

○社会からの要求・安全性・経済性・環境への

負荷を意識した課題解決を促す。 

 

○生成AIを手段として適切に活用できるよう支

援する。 

３
次 

（
２
時
間
） 

5．最終プランの作成と準備を行う。 

 

6．豊前海の未来を提案する発表会と

相互評価を行う。 

①③ 

①③ 

○実現可能性を考慮した提案作成を支援する。 

○持続可能性（安全性・経済性・環境への 

負荷）の観点から相互評価を行う。 
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５．本時（第２次 ２時目） 令和７年１０月２４日（金） 第５校時   

 

（１）本時の主眼:生成 AIの活用や他者との交流を通して、自分たちの考えを多角的に検討し、水産育成プランを 

完成させることができるようにする。 

（２）本時の展開 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習

形態 
○指導上の留意点 ★評価 

導 

入 

１．前時の振り返りとめあての設定する 

・検討すべき視点 

・安全性 

・生産の仕組み 

 

 

 

10分 全体 ○前時の成果を認める声かけで意欲を高めるため

に、「完璧なプランはない。だからこそ改良の余地

がある」という前向きな雰囲気作りを行う 

展 

開 

２．学習の進め方を確認する 

・多角的な視点での検討方法を提示 

・使用可能なツールや情報源の確認 

5分 全体 〇よりよいプランへ仕上げるために、必要な検討の視

点を全体で確認し、共有する 

○効果的に生成 AI を活用できるようにするために、

生成 AI活用時の目的意識を促す 

３．課題の提示と検討観点を確認する 

 

 個別最適な学び 

・自分たちのペースで課題発見 

・情報収集方法の選択 

 

 

 

 

 

 協働的な学び 

・異なる視点からの意見交換 

・改良策の協議 

・それぞれの改良ポイントを共有 

30分 個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

○各学力層に応じた手立てとして、机間指導で適切

なタイミングでの支援を行う 

○根拠を明確にするよう促すために、「なぜそう思う

のか」を問いかける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★多角的な視点からプランの課題を発見し、 

改良策を表現している。〈思考・判断・表現〉 

 

終 

末 
４．課題解決の過程を振り返る 

 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

5分 個人

↓ 

全体 

○本時の成果と次時とのつながりを確認するために、 

成果物を一部全体で取り上げ、次時への期待感を

高める声かけを行う 

 

めあて 自分たちの育成プランを仕上げよう。 

まとめ 多角的な視点で見直すことで、ＳＤＧｓを発展させる育成プランに仕上げることができる。 

【振り返りの視点】 ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

 
【予想される生徒の振り返り】 

①１つのプランでも技術面、経済面、環境面など多角的な視点から検討することで、新しい課題が見えてくるこ

とが分かった。 

①生成 AIは質問の仕方によって得られる情報が変わるので、目的を明確することが大切だと思った。 

②他のグループのアイデアを聞いて、自分たちとは違う視点があることに気づくことができた。 

③自分たちのプランをまた別の視点から検討したいと思った。 

【予想される生徒の記述】 

・アサリの養殖プランをコスト面で見直し、初期  

投資を抑えるため小規模から段階的に拡大する方

法に変更した。 

・ヒラメの養殖プランをコスト・環境の２つの視点で

検討した結果、餌代削減のため自動給餌システム

を導入し、排水を浄化して再利用する循環式に改

良した。 
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第 2学年 国語科学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 「人間のきずな」（向田邦子「字のない葉書」、光村図書） 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説国語編

（平成 29 年）の「（３）我が国の言語文化に関

する事項」の「エ本や文章などには、さまざまな

立場や考え方が書かれていることを知り、自分

の考えを広めたり深めたりする読書に生かすこ

と。」、「C読むこと」の「（１）エ観点を明確にして

文章を比較するなどし、文章の構成や表現の効

果について考えること。」をねらいとしている。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、「物語や小説を読

むことが好きですか。」という質問に対して、「好き」が 36％であり、

「好きではない」が 64％であった。「文章を読むときに表現の工夫

や効果について考えて読んでいますか。」という質問には、「はい」が

24％、「いいえ」が 76％であった。「物語や小説を読むことが好きで

はない」、「文章を読むときに表現の工夫や効果について考えていな

い」と回答した理由として、「心情が理解できない」や「表現の意味

が分からない」等が挙げられた。その原因としては、これまでの読書

経験の中で表現から心情を読み取ったり、表現の工夫や効果につ

いて考えたりする読み方をしてきていないことが明らかとなった。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、表面的な内容の読み取りだけでなく、「どのように書かれているか」「なぜこのような

語り方をしているか」といった表現や構成に注目する読み方を重視することで表現の工夫を読み取り、その効果につ

いて学ばせたい。そのため、常に学び方を自己選択・自己決定できる環境を整え、個人で取り組むだけでなく、ペア・

小集団でも意見交流が可能な学習場面を適宜設定する。さらに、考えを深めるため、自身の知識や経験を踏まえて

登場人物の考えに対する自分の考えを持ち、記述したものを共有するといった、多様な考えを育むための手立てや課

題設定、個別の支援等を行う。また、振り返りの場面を設定することで「学び合いの有効性」を確認できるようにする。 

 

３．単元目標 

〇本や文章などには、さまざまな立場や考え方が書かれていることを理解できるとともに、自分の考えを広げたり深めた

りする読書に生かす技能を身につける。                                                【知識及び技能】 

〇登場人物の言動の意味など、表現の効果について考え、内容を解釈することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

〇言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合お

うとしている。                                                            【学びに向かう力、人間性等】 

 

４. 単元計画（全 8時間） 

（重点的に見取る振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 
重点的に見取る

振り返りの視点 
指導上の留意 

１
次
（
４
時
間
） 

１．全文を通読し、構成と内容を整理する。 

２.場面の展開に注意して、「僕」の心情と

「タクジ」の人物像を読み取る。 

3.過去と現在を結びつけて登場人物の言

動を解釈する。 

4.構成や言動の意味など、作品の面白さや

印象に残った点について考え、話し合う。 

①③ 

①② 

 

①② 

 

①② 

○文章の構成や場面の展開について

の理解を深めると共に、登場人物

の言動の意味を考えることができる

ようにするために、時・場所・出来事

を場面ごとに捉えたり、図を用いて

複数の場面を結びつけて考えたり

する活動を設定する。 

２
次
（
４
時
間
） 

５．全文を通読し、構成と内容を整理する。 

６．「父」の人柄と、「末の妹」に対する家族

の心情を考える。 

７．なくなった「父」に対して、今の「私」が抱

く思いを、表現に即して考え、話し合う。 

８．「父」に対する「私」の思いに共感できる

かどうかについて考え、話し合う。 

①③ 

①② 

 

①② 

 

①② 

○文章の構成や、人物や出来事を

語るときの表現から、筆者の思い

を捉えることができるようにする

ために、登場人物の思いや行動

に着目して読む活動を取り入れ

る。 
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５. 本時（第２次 ４時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時     

（１）本時の主眼：「父」の人柄や「父」に対する「私」の捉え方をもとに意見を持ち、他者との交流を通して、自分の知

識や経験と結びつけながら、考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．これまでの学習を振り返り、本時の

活動を確認し、めあてを共有する。 

５ 

 

全体 〇前時の学習とのつながりを意識できるようにするため

に、前時に生徒が記述した振り返りを電子黒板に提示

する。 

展

開 

２.「父」の人柄や「私」の「父」に対す

る捉え方をもとに、自分の考えをまと

める。 

 

個別最適な学び 

      ・自分で情報収集の方法を選

択する。 

・他者の意見をもらった後に自

分で記述内容を見直す。 

協働的な学び 

・自分と異なる多様な考えを聞

き、より多くの考え方に気付く。 

 

3.他者の考えから、共感できたところ

や参考になった考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

３５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇考えを明確にするために、「私」に「共感できるか・でき

ないか」の視点で考えるよう促す。 

〇各学力層に応じた手立てとして、根拠や理由を記述する

ためのひな形を準備する。また、共感できる、もしくは共

感できないと考えられそうな叙述を文章中から抽出した

資料を準備し、必要な生徒に個別支援を行う。 

〇思考の深化と多角的な視点の獲得のため、「既習事項

から考える」、「他者からアドバイスをもらう」といった解

決方法の選択肢を「学びの図」で視覚的に提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自分の考えと他者の考えを比較し、自分の作品への解

釈を広げたり深めたりしている。〈知識・技能〉 

終

末 

4．本時のまとめを行い、授業の振り返

りを行う。 

 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

５ 

 

個人 

↓ 

全体 

 

〇文学的文章を読む際に、本時の学びを生かすことがで

きるように、「自己の学びの自覚」、「学び合いの有効

性」、「これからの学びへのつながり」の視点で振り返り

を行い、全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 「私」に対する意見を持ち、交流することで作品の解釈を広げたり深めたりしよう。 

まとめ 自分とは異なる新たな考えを知ることや、同じ意見でも違う根拠を見つけることで、自分の考えを広

げたり、深めたりすることができる。 

【予想される生徒の記述】 

・私は最初、「私」が暴君である「父」を当然のように受け入れていることが理解できなかったが、「当時の時代

背景や常識を踏まえ、『父』の態度は愛情の裏返しである」という考えを聞いて、腑に落ちた。 

・私は、「父」が周りの目を気にせずに声を立てて泣いたことで、どれだけ妹のことを思っていたのかが分かった。

さらに、「その場面を『私』が『最も心に残るもの』として想起している点から、私は『私』が『父』を肯定的に捉

えていることに共感した」という意見を聞いて考えが深まった。 

 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 ①当時の時代背景や常識を踏まえると「父」に対する「私」の気持ちも理解できた。 

②「私」に共感できるという意見が同じでも、根拠が異なっていて面白かった。  

③「父」が実際に家族をどう思っていたのか知りたい。 
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第２学年 外国語科（英語）学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 “My Dream” （NEW CROWN English Series 2） 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説外国語編（平成２９

年）の「（5）書くこと」の指導目標である「ア 関心のある事柄

について、簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるよ

うにする」ことをねらいとしている。本単元では、自分が将来し

たいことや夢について伝えるスピーチの原稿を書くことができ

るようになることを目標としている。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、英語の４技

能のうち、最も苦手なことは「書くこと」を回答した生徒が

81％であった。その理由として、「自分で初めから英文を作る

ことが難しい」、「書きたいことを英語にすることができない」と

いう記述が多く見られた。この結果から英文の作成に困難さ

を感じている生徒への支援が必要なことが明らかになった。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、「みんなの将来の夢を知りたい」と考えている ALT のロス先生のために、自分が将来したいこと

や将来の夢について英語でスピーチを行う言語活動を設定する。単元導入では、既習事項である、to 不定詞や動名詞などの英

語表現を用いたスピーチの原稿を書く活動を設定する。そこで、英文の作成に困難さを感じている生徒が見通しをもち、活動に

取り組むことができるように、参考になる単語・表現のリストを ICT 機器を用いて配布する。本時では、学び合い活動を設定し、

作成したスピーチの原稿について、友達と伝え合い、助言し合う活動を通して、伝えたいことを整理し、原稿に理由やきっかけ、補

足する情報などをつけ加えることができるようにする。また、振り返る場面では、３つの視点で学びの状況を見取り、全体で「学び

合いの有効性」を確認できるようにする。 

３． 単元目標 

〇 to 不定詞や動名詞などの英語表現の用法を理解するとともに、自分が将来したいことや将来の夢について正確に書く技

能を身につける。                                                                          【知識及び技能】 

〇自分が将来したいことや将来の夢について、理由やきっかけ、補足する情報を付け加えてまとまりのある英文を書くことがで

きる。                                                                         【思考力、判断力、表現力等】 

〇自分が将来したいことや将来の夢について、理由やきっかけ、補足する情報を付け加えて、よりよいスピーチにしようとしてい

る。                                                                           【学びに向かう力、人間性等】 

４. 単元計画（全３時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

主な学習活動・内容 
重点的に見取る 

振り返りの視点 
指導上の留意点 

1.自分が将来したいことや将来の夢を伝え

るスピーチの内容を考え、原稿の作成を行

う。 

2.前時の授業で考えた原稿を、友達と互い

に伝え合い、アドバイスをもとに加筆・修正

を行う。 

3.作成した原稿を使って、ロス先生に自分の

スピーチを発表する。 

③ 

 

 

②③ 

 

 

①② 

○英文の作成に困難さを感じている生徒が自分で英文

を作成する見通しをもつことができるように、参考にな

る単語・表現のリストを ICT機器を用いて配布する。 

○主体的に学び合いを進めることができるように、「学び

の図」を提示し、自己選択・自己決定を促す。 

 

○自分の考えの変容を実感することができるように、本単

元についての振り返りを行い、全体で共有する。 
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５. 本時（2時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時     

（１）本時の主眼 ：理由やきっかけなどを付け加える活動を通して、自分の将来したいことや将来の夢を伝える英文を書くことが

できるようにする。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

１．前時の学習を振り返り、めあてを共有

する。 

5 

 

全体 〇前時の学習とのつながりを意識できるようにするために、こ

れからの学びのつながりについて記述した生徒の前時の

振り返りを電子黒板に提示する。 

 

展

開 

２．本時の流れを確認する。 

 

３．英文の加筆・修正を行う。 

(1)前時で作成した英文に、理由や

きっかけ、補足する情報を加える。 

(2)友達からアドバイスをもらい、加

筆・修正する。  

 

個別最適な学び 

・自分で加筆・修正の方法を

選択して文を見直す。 

・他者の意見をもらった後に自

分で英文を作り直す。 

協働的な学び 

・自分と異なる多様な表現を

聞き、より多くの表現方法に気

付く。 

 

５ 

 

30 

 

 

 

全体 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

〇本時の活動の見通しをもつことができるように、本時の流れ

を提示する。 

〇自身の英文の参考になる表現を見つけることができるよう

に、参考になる単語・表現のリストを ICT 機器を用いて配

布する。 

○アドバイスをする際の基準を明確にするために、友達が作

成した原稿について、「もっと知りたい（聞きたい）ことは何

であるかを助言する」という視点を確認する。 

○多様な考えを共有し、個々の考えを深めるために、全体で

交流する活動を設定する。その際、友達からのアドバイスで

英文を作り直した生徒を意図的に指名する。 

★自分の将来したいことや将来の夢を伝える英文を、学び合

いで得た情報や単語・表現リストを参考にしながら書いて

いる。〈思考・判断・表現〉 

 

 

 

 

 

終

末 

４．本時のまとめを行い、授業の振り返

りを行う。 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

 

 

 

１０ 

 

個人 

↓ 

全体 

〇「自己の学びの自覚」、「学び合いの有効性」、「これからの

学びへのつながり」の視点で振り返りを行い、全体で共有

する。 

 

 

 

 

 

 

 

めあて ロス先生に自分が将来したいことや将来の夢について伝えるスピーチの原稿を書こう。 

まとめ 自分が将来したいことや将来の夢について伝えるスピーチを作るには、伝えたいことを整理し、理由やきっかけ 

などをつけ加えることが大切である。 

【修正後に予想される生徒の記述】 
My dream is to be a doctor. 
Because, I want to help sick people. 
I watched a TV program about Japanese doctors. 
They helped people in dangerous places. 
I wanted to be like them. 

【振り返りの視点】 ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 ① その理由やきっかけなどを付け加えるとよりよい文になることが分かった。 

② ○○さんからアドバイスをもらって、自分にない考えを知ることができた。 

③ 次の時間は今日書いた英文を上手に発表できるようにしたい。 

16



第２学年 外国語科（英語）学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名「町や地域の魅力を教えて！」（NEW CROWN English Series 2） 

２. 単元設定の理由 

【単元観】  

本単元は、中学校学習指導要領解説（外国語編）（平成 29 年）

の「（5）書くこと」の指導目標である「イ日常的な話題について、事

実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてま

とまりのある文章を書くことができる」をねらいとしている。本単元で

は苅田町のおすすめの場所について提案文を作成する課題を設定

し、ねらいに迫りたい。 

【生徒観】 
本学級の生徒に行ったアンケートでは、「普段の授業の英語の活動の中

で苦手なことは何ですか。」という質問に 50％の生徒が「書く活動」と答え、

３０％の生徒が「話す活動」と答えた。書く活動が苦手な理由としては「文章

のつくりを覚えられていないから。」や「どういう並びで書けばいいのか分か

らない。」等の回答が見られた。話す活動が苦手な理由としては「すぐその話

に合う単語が出てこない。」や「発音の仕方が分からない」等が挙げられて

おり、基礎・基本の定着に課題があることが明らかになった。 

 

【指導観】 
本単元の指導にあたっては、「今週末、まだよく知らない苅田町の探検を考えているロス先生と田浦先生。そんな苅田町でのおすすめを

みんなに提案してほしい」と考えている２人のために、既習の英語表現を用いた提案文を友達からアドバイスをもらい、よりよいものに加筆・

修正を行う言語活動を設定する。この活動を通して、既習の英語表現の適切な使い方を確認することで、より正確で効果的な文章作成が

できるようになることをねらいとする。事前アンケートの結果から「書く活動」に困難さを感じている生徒が多いことから、例文やキーワードを

記載したワークシートを ICT 端末で配布する。また、振り返りにおいては、友人が作成した英文を参照できるようにし、既習の英語表現がど

のように使用されているかを視覚的に捉えられるようにする。本単元は、既習の英語表現の適切な使い方を意識しながら、自らの考えを伝

える力を養うことができるという点で意義深い。 

 

３．単元目標 

〇show A Bや There+be動詞、canを用いた文構造を理解できるとともに、それらを正確に書く技能を身に付 

けることができる。                                                             【知識及び技能】 

〇町や地域を訪れてもらうためにおすすめやイベントについて、複数の詳しい情報を付け加えて、まとまりのある文

章を書いたり、伝えたりすることができる。                                【思考力、判断力、表現力等】 

〇町や地域を訪れてもらうためにおすすめやイベントについて、複数の詳しい情報を付け加えて、まとまりのある文

章を書いたり、伝えたりしようとしている。                                 【学びに向かう力、人間性等】 

 

４. 単元計画（全４時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

主な学習活動・内容 
重点的に見取る

振り返りの視点 
指導上の留意点 

１.他の地域の紹介文を例に地域紹介に

用いられる文法事項を整理する。 

２．苅田町の紹介文を考え、オンラインデザ

インツールを用いてグループごとにプレ

ゼン作りを行う。 

３．前時の授業で考えた文章を、グループ

のメンバーや他のグループとお互いに伝

え合い、アドバイスをもとに加筆・修正を

行う。 

４．作成したスライドなどを使って、各グル

ープでロス先生に苅田町の紹介を行

う。 

①③ 

 

①② 

 

 

①② 

 

 

 

②③ 

○英文の作成に困難さを感じている生徒が活動

に取りかかれるよう、例文やキーワードリストを

提示したり、机間指導の際に個別指導を行っ

たりしている。 

 

○主体的な学び合いを進められるようにするた

めに、「学びの図」を提示し、自己選択・自己決

定を促す。 

 

○自分の考えの変容を実感しやすくするために、

本単元の学びについての振り返りを行い、全

体で共有する。 
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５. 本時（3時目）   令和７年 10月 24日（金） 第５校時     

（１）本時の主眼：苅田町の紹介文を自分で修正したり、お互いにアドバイスをし合ったりする学び合いの活動を通して 

show A Bや There + be動詞、caｎ等を用いて提案文を書くことができるようにする。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．前時の学習を振り返り、本時の活

動を確認しめあてを共有する。 

5 

 

全体 〇前時の学習とのつながりを意識できるよう前時に生徒が記述

したものの中から、分からなかったところやもっと学びたいこと

が書かれたものをピックアップし、電子黒板に提示する。 

展

開 

２．本時の流れ確認する。 

 

３．提案分を作る。 

(1)苅田町でのおすすめの場所を 

考え、提案文を作成する。 

(2)与えられた情報をもとにお互いに

意見を出し合いながら、提案文の

加筆・修正を行う。 

 

個別最適な学び 

・自分で加筆・修正の方法を

選択して見直す。 

・他者の意見をもらった後に自

分で紹介文を見直す。 

 

協働的な学び 

・自分たちと異なる多様な表現

を聞き、より多くの表現方法

に気付く。 

5 

 

30 

全体 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

〇本時活動の見通しをもつことができるようにするために、本

時の流れを提示する。 

〇各学力層に応じた手立てとして、生徒の状況を見て、他者

をつなぐ声かけをしたり、例文やキーワードリストを提示し

たりする。 

〇加筆・修正を行う上で、生徒が自分自身の提案において 

よりロス先生が行ってみたいと思う提案にするために、ロス

先生が好きなことや興味があることについての情報を ICT

端末で提示する。 

〇多様な表現を共有するために全体で交流する活動を設

定する。その際、友達からのアドバイスで提案文に加筆・

修正した生徒を意図的に指名する。 

★学び合いやヒントを通して得た情報・アドバイスをもとにロ

ス先生（相手）行ってみたいと思うような提案文を書いてい

る。 〈思考・判断・表現〉 

終

末 

４．本時のまとめをおこなった後、授業

の振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

 

 

10 

 

 

個人 

↓ 

全体 

〇「自己の学びの自覚」、「学び合いの有効性」、「これからの

学びへのつながり」の視点で振り返りを行い、オンライン掲

示板を用いて全体で共有する。 

めあて 苅田町のおすすめの場所を考え、ロス先生に提案する英文を書こう。 

まとめ  ロス先生(相手)が行ってみたいと思うような提案文を作るには、ロス先生(相手)が好きなことや興味があ

る情報を整理し、その情報を提案文に取り入れることが効果的である。 

【予想される生徒の記述】 

・There is a big airport in Kanda Town. 

・There are beautiful mountains in Kanda. 

・You can see beautiful views from the mountains. 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 

① ロス先生に「～がある」と言いたいときは There is/There are を適切に使ったらいいことが分かった。 

② ○○さんの表現を見て、自分では気付いていなかった表現の仕方を見つけることができた。 

③ 次の時間は今日書いた苅田町の紹介文をロス先生にうまく伝えたい。 
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第２学年 理科学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

１. 単元名 「植物の体のつくりとはたらき」 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説理科編（平成

２９年）［第 2 分野］（３）（イ）「植物の体のつくりと働

き」において、「植物の葉、茎、根のつくりについての観

察を行い、それらのつくりと、光合成、呼吸、蒸散の働き

に関する実験の結果を関連付けて理解すること」をね

らいとしている。また、「生物の体のつくりと働きを総合

的に理解することを通して、生命を尊重する態度を育

成する」とされており、重要な単元である。 

【生徒観】 

本学級の生徒への事前アンケートで、①「植物につ

いてどれくらい興味があるか」という質問に対し、「とて

もある」「少しある」と答えた生徒は全体の３２％であっ

た。また、②「動物と植物は、どちらが生物として優れて

いると思うか」という質問には、41％が「動物」、30％

が「植物」、2９％が「どちらともいえない」と答えた。こ

のことから、生徒の植物に対する興味関心は動物よりも

低いことが明らかになった。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、植物の体のつくりと働きについて、規則性や関係性を見出して理解できるように 

 したい。事前アンケートの質問①で、植物に対して興味を持っている生徒の割合は３割程度と、非常に低いことが分 

 かる。また、質問②で、「植物」や「どちらともいえない」と答えた生徒の中には、光合成のような植物の働きに着目 

 し、植物を尊重するような理由も多く見られた。一方で、「動物」と答えた生徒のほとんどは「賢いから」「植物は食べ 

 られる側だから／踏まれるだけだから」など、「ヒト」から見た植物のイメージを答えているだけであった。そのような、 

 「生物＝動物」というイメージを持つ生徒も、動物だけでなく植物の生命も尊重する態度が持てるようにしたい。その 

 ために、自分と異なる多様な考え方にも気付かせる機会として、個人活動だけでなくペアや小集団でも意見交流が 

 可能な学習場面を適宜設定する。  

 

３．単元目標 

〇 植物の体のつくりと働きとの関係に着目しながら、植物の葉･茎･根のつくりについて理解できるとともに、それらの 

観察、実験などに関する技能を身につける。                                            【知識及び技能】 

〇 身近な植物の体のつくりと働きについて、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、その 

結果を分析して解釈し、植物の体のつくりと働きについての規則性や関係性を見いだして表現することができる。 

【思考力・表現力・判断力等】 

〇 植物の体のつくりと働きに関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとし、また、生命を尊重し、自然 

環境の保全に寄与しようとするとともに、自然を総合的に見ようとしている。         【学びに向かう力、人間性等】 

 

４. 単元計画（全１３時間） （振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 重点的に見取る振り返りの視点 指導上の留意点 

１
次
（
５
時
間
） 

１． 光合成は葉のどこで行われているのかを調べる。 

２． 光合成で出入りする物質を理解する。 

３． 植物が呼吸をしているか調べる。 

４． 葉の蒸散と吸水量の関係を調べる。 

5． 葉の働きについての小テストで理解を深める。  

①③ 

①③ 

①③ 

①③ 

① 

○光合成・呼吸・蒸散といった葉の働き 

  について、観察・実験による体験的な 

  理解を図り、物質の出入りや量的 

  変化を関連付けて捉えることができる 

  ようにする。 

２
次
（
５
時
間
） 

６. 葉の表面と断片を顕微鏡で観察する。 

７. 葉のつくりについてまとめ、理解する。 

８. 茎･根のつくりと働きを理解し、説明する。 

９. 葉・茎・根のつながりを理解し、説明する。 

10． 葉・茎・根についての小テストで理解を深める。 

①③ 

①③ 

② 

② 

① 

○自らの知識の定着や内容の理解を 

自覚できるようにするために、ペア 

で学習した内容を説明し合う活動を 

行う。 

３
次
（
４
時
間
） 

11． 生きるために必要なものを効率的に獲得する方法 

を考え、班ごとに１つの模型を作成する。 

12． 最も効率的な模型をゲーム形式で決定する。 

13． 作成した模型と植物の類似点を見つけ、植物の 

効率的な構造について考える。 【本時】 

14． 実際の植物を観察するために、野外活動を行う。 

 

② 
 

③ 
 

② 
 

③ 

○植物が生きるために必要な条件や 

効率的な構造について、ゲーム的 

要素を取り入れた活動や模型づくり、 

野外観察を通して探究的に学ぶこと 

ができるようにする。 
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５. 本時（第３次 3／４時間目）   令和７年 10月 24日（金） 第５校時     

（１）本時の主眼 ： 自分たちで考えた模型と実際の植物の体のつくりの類似点を見つけ出す活動を通して、 

                  光合成を行うための植物の効率的な構造に気付き、その理由を説明することができる。 

 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

１．前々時の模型について、最も工夫した点を 

班の代表が発表する。 

２．本時の活動を確認し、めあてを共有する。 

５ 

 

５ 

全体 

 

全体 

○他者の意見を知る機会をつくるために、各班で 

工夫した点を全体で共有する。 

○課題をより焦点化するために、植物にとっての 

  「生きるために必要なもの」が「光合成のため 

の日光」であることを確認する。 

展

開 

３．前々時で作成した模型について、実際の

植物の画像から類似点を見つけ出し、 

植物の効率的な構造について考え、 

ワークシートにまとめる。 

 

個別最適な学び 

      ・自分で情報収集の方法を選択する。 

・他者の意見をもらった後に自分で 

記述内容を見直す。 

 

協働的な学び 

・自分と異なる多様な考えを聞き、 

より多くの考え方に気付く。 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 
小集団 

↓ 

全体 

○植物の葉の大きさや形、付き方などの違いに 

気付きやすくするために、以前から教室に 

置かれている数種類の植や、窓の外から見える 

野外の植物にも注目を促す。 

○主体的に学び合いを進められるようにするため 

に、「学びの図」を提示し、自己選択・自己決定 

を促す。 

〇各学力層に応じた手立てとして、生徒の状況を

見て、植物の生息場所の特徴がよりわかりやす

い画像を掲示する。 

 

★模型と実際の植物の体のつくりの類似点を 

  見つけ出し、植物の効率的な構造に気付き、 

  その理由を説明している。〈思考・判断・表現〉 

終

末 

４．本時のまとめと授業の振り返りを行う 。 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

１０ 

 

個人 

↓ 

全体 

〇「自己の学びの自覚」、「学び合いの有効性」、

「これからの学びへのつながり」の 3つの視点 

  で振り返りを行い、全体で共有する。 

 

 

 

 

めあて  模型と植物の類似点を見つけ、光合成を行うための植物の効率的な構造について考えよう。 

まとめ  植物は、太陽の光のあたり方や他の植物との位置関係など、生息する場所の条件に合わせ、 

太陽の光をより効率的に吸収することができる構造になっている。 

【振り返りの視点】 ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 ① 植物の構造に「正解」はないが、どの植物も自分の置かれた環境に 

あわせて、効率的な構造をしているということが分かった。  

② 〇〇さんの意見は、自分では全く考えつかなかったので参考になった。 

③ 画像だけでなく、実に外に生えている植物も見に行ってみたい。 

【予想される生徒の記述】  

○ 自分の円錐の模型はよく見る木の形と同じだけど、実際の木のように小さな葉っぱをたくさん作ることで 

表面だけでなく中心部など、より多くの空間で光合成ができるのだと思った。 

○ 自分の模型に似ているフユイチゴは、木の下に生えているので、上の木の隙間から漏れた光を効率よく 

吸収するために、一枚一枚の葉っぱが大きいのかなと思った。 
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第３学年 国語科学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 「自らの考えを」（「複数の意見を読んで、考えよう」、光村図書） 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説国語編（平成

29 年）のＢ書くこと（１）イにあたり、「文章の種類を選

択し、多様な読み手を説得できるように論理の展開な

どを考えて、文章の構成を工夫すること」をねらいとして

いる。 

【生徒観】 

事前に行ったアンケートでは、「自分の考えを文章に

まとめて、他者に説明できる自信がありますか？」という

質問に対して、「ある」または「少しある」と回答した生

徒は４６．５％にとどまっている。書き手の立場だけでは

なく、様々な読み手に伝わるように構成等を工夫する経

験が不足していることが原因である。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、教科書の「複数の意見を読んで考えよう―正解が一つに決まらない課題と向き合う」

および「考えを効果的に伝えよう」を活用し、文章やテーマに対して自分が考えたことを他者に説明できるようにした

い。そのために、学び方を自己選択・自己決定できる環境を整え、個人で取り組むだけでなく、ペアや小集団でも意

見交流が可能な学習場面を適宜設定する。また、振り返りの場面を設定することで「学び合いの有効性」を確認でき

るようにする。 

３． 単元目標 

○話や文章の種類と特徴について理解できるとともに必要な語句を使う技能を身につける。       【知識及び技能】 

○自分の考えを持ち、多様な読み手を説得できるように論理の展開などを考えて文章の構成を工夫することができる。                                                              

【思考力、判断力、表現力等】 

○正解が一つに決まらない課題に対して、自分の考えを深め、よりよい文章にまとめようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

４. 単元計画（全４時間） 

（重点的に見取る振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 
重点的に見取る

振り返りの視点 
指導上の留意点 

１
次
（
２
時
間
） 

１．環境問題について書かれた３つの意見文

を読み比べ、それぞれの特徴や賛成意見、

反対意見をまとめる。 

２．読み取ったことをもとにして自分の考えを

文章にまとめ、互いに読み合う。 

①③ 

 

 

②③ 

○主体的に学び合いを進められるようにする 

ために、「学びの図」を提示し、自己選択・ 

自己決定を促す。 

○前時の学習内容を確認するために、生徒

が記述した振り返りを導入時に共有する。 

２
次
（
２
時
間
） 

３.課題に対する学び合いの中で自分の考え 

の深まりをとらえる。 

 

 

②③ ○それぞれの考えを深めるために、学び合い 

の場を設定する。 

○自分の考えの深まりを実感しやすくするた

めに、振り返りを行い、全体で共有する。 

４.それぞれの考えを文章にまとめて読み合 

い、よりよいものにする。 

①③ ○それぞれの文章の良い点や改善点を見い 

だすために、全体で共有する。 
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４. 本時（第２次 １時間目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時    

（１）本時の主眼：自分の意見とその根拠を伝え合う学び合いを通して自分の考えを深め、説得力を持たせる事例 

の提示や論の構成について考えることができるようにする。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

１．これまでの学習を振り返り、提示

資料を見て本時のめあてを共有

する。 

５ 

 

全体 〇前時の学習とのつながりを意識できるようにするため

に、前時に生徒が記述した振り返りを提示する。 

展

開 

２．自分と同じ意見、違う意見の人と

それぞれ意見交流をする、本時の

活動への見通しをもつ。 

３．課題に対する自分の考えをまとめ

る。 

個別最適な学び 

・まず自分の考えを書く。 

・反対意見を想定する。 

・他者の意見を聞いて、自分

の記述内容を見直す。 

・他者の意見によって最初の

自分の考えが変わった理

由、あるいは変わらなかった

理由を考える。 

協働的な学び 

・他者の意見を聞き、より多く

の考え方があることに気付

く。 

     ・交流による考えの変容と深ま

りを全体で確認する。 

７ 

 

 

３０ 

全体 

 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

〇正解が一つに決まらない課題を提示する。 

 

 

〇多くの視点に触れ、自分の考えを深めることができるよ

うにするために、「既習事項から考える」、「他者からアド

バイスをもらう」といった解決方法の選択肢を「学びの

図」で視覚的に提示する。 

〇各学力層に応じた手立てとして、意見例や考えを文章化

する話型を学習支援クラウドで配付する。 

 

 

 

 

 

 

〇多様な考え方を共有するために、意図的な指名をし、全

体に紹介する。 

★自分の考えを持ち、多様な読み手を説得できるように論

理の展開などを考えて文章の構成の工夫点を記述して

いる。〈思考・判断・表現〉 

終

末 

４．本時のまとめを行い、授業の振り

返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

 

８ 

 

個人 

↓ 

全体 

〇自分の考えの深まりを実感しやすくするために、「自己の

学びの自覚」「学び合いの有効性」、「これからの学び

へのつながり」に関する振り返りを行い、全体で共有す

る。 

 

めあて みんなが納得できるように自分の考えを整理しよう。 

まとめ  自分の考えに説得力を持たせるためには、多様な読み手に伝わるように事例や構成を工夫することが

大切。 

【予想される生徒の記述】 

・身近な事例や、話題になっていることを取り入れるとわかりやすい。 
・今のことだけではなく、まとめには将来を予想して書くと良い。 
・話す、書く順番を工夫するだけでも説得力が増す。 
・反対意見のことも考えておきたい。 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 ①正解が一つに決まらない課題があることが分かった。  

②自分とは反対の意見にも説得力があって納得できるものがある。 

③読む人を納得させる文章を書きたいと思った。 
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第３学年 保健体育科学習指導案 
苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 「水の役割と飲料水の確保」 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説保健体育編（平

成 29 年）の保健分野（４）健康と環境において、人間の

健康と環境との関係に気づき、健康を守る行動について

考える力を育てることをねらいとしている。 

小学校では、毎日を健康に過ごすためには、明るさの

調節や換気などの生活環境を整えることが必要であるこ

とを学習している。ここでは、人間の健康は、個人を取り巻

く環境から深く影響を受けており、健康を保持増進するた

めには、心身の健康に対する環境の影響について理解で

きるようにする必要がある。 

【生徒観】 

本学級の生徒は、日常生活の中で健康や生活習慣に

関心をもち、自分なりの考えを表現する力ついてきている。

また、「友達と意見を交換することで学びが深まる」と答え

た生徒が６８％おり、友達の考えを聞いて学び合う活動に

意欲的であることが示された。一方で、「健康問題を自分

事として考えている」と回答した生徒は、４１％であり、自分

事として捉える力は十分でない。 

そこで、学び合いを通して多様な考えに触れ、自分の生

活と関連付けながら課題を解決する力を育む必要がある

ことが明らかとなった。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、災害時の状況を想定した話し合い活動を通して、安全な飲料水を確保するための方

法や備えを自分事として考え、説明することができるようにしたい。そのために、常に学び方を自己選択・自己決定で

きる環境を整え、個人で取り組むだけでなく、ペア・小集団でも意見交流が可能な学習場面を適宜設定する。また、

振り返りの場面を設定することで「学び合いの有効性」を確認できるようにする。 

 

３．単元目標 

〇身体の環境に対する適応能力や至適範囲、飲料水や空気の衛生的管理、生活に伴う廃棄物の衛生的管理につい

て、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解している。                                   【知識及び技能】 

〇健康と環境に関する情報から課題を発見し、その解決に向けて思考したり、判断したりしたことを表現できる。 

   【思考力、判断力、表現力等】 

〇健康と環境について、課題の解決に向けての学習に主体的に取り組もうとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 
４. 単元計画（全８時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

 主な学習活動・内容 
重点的に見取る
振り返りの視点 

指導上の留意点 

１
次 

(

２
時
間) 

1. 適応能力には限界があることを
身近な事例を通して考える。 

２. 環境の調節の方法を具体的な場
面を想定して考える。 

① 
 
② 

〇自分の生活や健康と関連付けて考えられるように
するために、身近で具体的な事例を取り上げる。 

２
次
（
５
時
間
） 

３. 室内の空気をきれいに保つ必要
性や方法について、理解する。 

４. 水がどんな役割を果たしている
か理解する。 

５． 安全な飲料水を確保するための
方法や備えを説明する。 

６. 生活排水を衛生的に処理する必
要性を理解する。 

７. ごみの問題を解決するためにど
のように処理すると良いか説明す
る。 

① 
 
①③ 

 
② 
 
①③ 

 
② 
 
 

○生徒同士が意見を交流し合い、異なる考えに触れ
て思考を深められるようにするために、個別最適
で協働的な学びを設定する。 

３
次 

(

１
時
間) 

８. 環境の汚染を防ぐために、どのよ
うな取り組みをするとよいか考え
る。 

①③ ○環境問題を自分事として捉えられるようにするた
めに、将来の健康や生活に与える影響を考える課
題を設定する。 
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５. 本時（第２次 ５時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時   

（１）本時の主眼：災害時の状況を想定した話し合い活動を通して、安全な飲料水を確保するための方法や備え 

を説明することができる。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．前時を振り返り、本時の活動を確

認し、めあてを共有する。 

５ 

 

全体 〇前時の学習とのつながりを意識させるために、前時に生

徒が記述した振り返りを全体に共有する。 

展

開 

２．災害時に水が手に入らない状況

があることを確認し、水が必要な

場面を想起する。 

 

３．災害が起きた時、安全な飲料水

をどのように確保するか考える。 

個別最適な学び 

・自分で情報収集の方法を

選択する。 

・他者の意見をもらった後に

自分で記述内容を見直す。 

 

 

協働的な学び 

・自分と異なる多様な考えを

聞き、より多くの考え方に気

付く。 

 

 

 

４．今後への気づきを記述し、災害が

起きた時への備えや考えを再構築

する。 

５ 

 

 

 

３0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

個人 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

〇自分事として実際の場面を想起させるために、災害時に

「水が手に入らなかった」という新聞やニュース等での

体験談を共有する。 

 

〇飲料水の確保の仕方を考えさせるために、災害時の状

況を提示する。 

〈提示する避難時の状況〉 

７日間、備蓄飲料水２L、災害バッグ 

 

 

 

 

 

○各学力層に応じた手立てとして、既習事項の提示や水

蒸気や朝露など自然から水が作られる仕組みをヒント

として提示する。 

 

○多様な考え方を共有するために、電子黒板を使い、全体

に共有する。 

 

★飲料水の確保についての方法や備えについて、自分の

考えを根拠とともに整理し、説明している。 

〈思考・判断・表現〉 

 

終

末 

５．本時のまとめを行い、授業の振り

返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

10 個人 

↓ 

全体 

〇「自己の学びの自覚」、「学びの有効性」、「これからの

学びへのつながり」の視点で振り返りを行い、全体で共

有する。 

〇日頃からの備えの大切さを認識するために、実際に飲

料水を確保する動画を視聴させ、苅田町の災害対策等

を紹介する。 

 

【予想される生徒の振り返り】  

①日頃からの備えが大切だとわかった。 

            ②○○さんからアドバイスをもらって、気づいてない点が見つかった。 

            ③家に帰って、家族と話し合ってみようと思った。 

 

 

 

めあて  災害時の飲料水の確保の方法を考え、意見を出し合おう。 

【予想される生徒の記述】 

・備蓄している飲料水を日分けして飲む。〈節約〉 

・川の水や雨水をろ過・消毒し飲料水として確保す

る。〈生み出す〉 

まとめ  飲料水の確保するためには、ろ過や蒸留などの方法があるが、自分の力で水を確保することは難しい。

だから、日頃からの備えが必要である。 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 
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第３学年 理科学習指導案 

苅田町立苅田中学校 
 

１. 単元名 「地球と宇宙」 
２. 単元設定の理由 
【単元観】 
本単元は、中学校学習指導要領理科編（平成２９

年）の第２分野（６）「地球と宇宙」にあたり、身近な天
体の観察・実験などを通して、運動に関する特徴に注目
しながら、その技能を身につけることをねらいとしてい
る。また、地球と宇宙について、天体の観察・実験を行
い、その結果や資料を分析して解釈し、天体の運動と見
え方についての特徴や規則性を見い出して表現するこ
と、また、その探求の過程を振り返ることをねらいとして
いる。 

【生徒観】 
本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、生徒
の７４％以上が天体に関する興味関心を示している。星
座以外にも惑星の名前・小惑星・彗星などの名前を知
識として持っている生徒も７０％以上いる。しかし、１時間
にどのくらい天体が移動するかを理解している生徒は 
３０％以下であった。 
このことから、天体に関する興味関心は高いものの、
実際の天体の運動について正しく理解できている生徒
が少ないという実態が明らかになった。 

 
【指導観】 
本単元の指導にあたっては、星座の見える方向や時間による変化について、事前アンケートで明らかになった生徒既

有知識や予想、誤概念を基に学習を進める。「星座はいつ見ても同じ場所にある」「季節によって見える星座は変わら
ない」といった誤概念を提示し、学級全体で意見を交わしたり、予想を立てたりする場を設定する。さらに、模型やモデル
を活用して星座の動きを視覚的・体験的に理解できるようにし、自身の予想と結果を比較しながら、科学的な根拠をも
とに説明できるようにする。 
また、どの時間にどの方角に見えるかを個人で考えるだけでなく、ペアや集団などでも意見交流を行うことができ

る学び合いの場面を設定する。また、振り返りの場面を設定することで「学び合いの有効性」を確認できるようにす
る。 

 
３．単元目標 
〇身近な天体とその運動に関する特徴に着目しながら、天体の運動と見え方を理解するとともに、それらの観察・実験な
どに関する技能を身につけることができる。【知識及び技能】 

〇地球と宇宙について天体の観察・実験を行い、その結果や資料を分析して解釈し、天体の運動と見え方についての特
徴や規則性を見い出して説明することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

〇天体に対しての探求の過程を振り返ることができる。【学びに向かう力、人間性等】 
 
４. 単元計画（全７時間） 
（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 
 

主な学習活動・内容 
重点的に見取る 
振り返りの視点 

指導上の留意点 

１
次
（
２
時
間
） 

1. 地球から見える天体は、少しずつ動
いていることを理解し、太陽の見かけ
の動きを観察して、天体がどのように
動いているのかを調べる。 
２. 透明半球を使った、太陽の一日の動
きの観察を行う。 

①② 
 
 
 
①③ 

○主体的に学びあいを進められるようにするた
めに「学びの図」を提示し、自己選択・自己決
定を促す。 
○太陽の一日の動きと地球の日周運動とを関
連付けて考えられるようにするためにモデル
を使う。 

２
次
（
３
時
間
） 

３.小学校での学習から、星座の位置が
変わっていくことを思い出し、星座をつ
くる星はどのようにして動いていくの
か予想する。 
４.星の 1 日の動きは、太陽の 1 日の動
きと違いがあるか調べる 。 
５．夜空に見える星の動きを調べる。 

①② 
 
 
 
①② 

 
①② 

○星座の動きを理解するために、事前に星の観
察記録をする課題を設定する。 
〇観察が難しい場合は、シュミレーションソフトを
活用する。 

３
次
（
２
／
２
時
間
） 

６．回転いすの活動から東西南北の星の
動きを天球の回転や地球の自転と
結び付けてどう説明するか話し合
う。 

 
７．異なる季節と星座の見える時間・方
角を調べてみる。（本時） 

②③ 
 
 
 
 
①② 

○季節によって違う星座が見えることに気づくこ
とができるようにするために、地球の公転・自
転に着目することを促す。 

 
 
〇日周運動と年周運動を混同しないように注意
を促す。 
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５. 本時（第３次 ２時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時     

（１）本時の主眼：モデルやソフトを使って意見交流を行う学び合いの活動を通して、星座の見える方向と時間について

説明できる。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．前時の学習を振り返り、めあてを

共有する。 

 

10

分 

 

全体 〇四季の代表的な星座の、見える時間・方角を確認する。 

展

開 

２．本時の流れを確認する。 

 

３． 問題を作成し解答を導き出す。 

個別最適な学び 

  

・個人で回転いすに座り考え

る、 

・タブレットを使って考える。 

 

 

 

協働的な学び 

・班やペアで確認しながら、

既習事項を確認しながら問

題を作成する。 

 

 

５ 

 

20 

全体 

 

個人 

ペア 

小集団 

↓ 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

〇予想される生徒の作成問題 

「さそり座」が、「夏（季節）」の「０時」に「〇〇（方角）」

に見える（または、ある）。 

 

〇自分で作成した問題の解答を導き出すために、モデル

等を使って考えられるようにする。 

 

 

〇多様な考え方を共有するために、意図的な指名を基に

全体に紹介する。 

 

 

 

 

 

 

★与えられたモデルから、指定された時間に星座がどの

方角に見えるかを説明することができる。 

〈思考・判断・表現〉 

終

末 

４．本時のまとめを行い授業の振り返

りを行う。 

〇1 時間にどのくらいずつ星座は移

動していくのかを考える。 

 

 

 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

 

 

 

１５ 

 

個人 

↓ 

全体 

〇自分の考えの変容を実感するために、「学び合いの有効

性」、「次時の学びへのつながり」に関する振り返りを行

い、全体で共有する。 

めあて  星座がどの季節のどの時間にどの方角に見えるか説明しよう。 

まとめ  「星座」・「季節」・「時刻」・「方角」のうち３つが判明すると、残り１つが分かる。 

。 

【予想される生徒の記述】 

〇さそり座が夏の０時に南の空に見える。 

〇オリオン座が秋の 18時に東の空に見える。 

〇ぺガスス座が冬の 18時に南の空に見える。 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 ①季節ごとに見える星座が変わることが分かった。 

②〇〇さんのアドバイスで星座の運動が理解できた。 

③星座が動く速さについて調べたいと思った。 
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第３学年 数学科学習指導案 
苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 「円の性質」 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説数学編（平成 29

年）の B 図形「円周角と中心角の関係」にあたり、  

円周角と中心角の関係について考察し、これによって

円の性質の理解をより深めるとともに、円周角と中心

角の関係を具体的な場面で活用できるようにする。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、「友達

と意見を交換することで、自分の考えが深まると感じ

る」と回答した生徒が８７％であった。 

このことから、「学び合い」による学習手段が有効で

あるということが分かった。 

 

【指導観】 

本単元の指導にあたっては、生徒が円周角と中心角の関係性を見いだす観察・操作・実験活動を通して、図形の

性質を論理的に説明できるようにしたい。そのために、生徒は学び方や解決方法を自己選択・自己決定する。ペアや

小集団での対話的な学びを促し、考えを深め合う。授業の終末では、「自己の学び」「学び合い」「今後の学び」の 

3点で振り返りを重視する。これにより、生徒は学びの成長を実感し、次の学習への意欲を高める。 

 

３．単元目標 

〇円周角と中心角の関係を理解できるとともに、事象を数学的に表現・処理したりする技能を身につける。     

【知識及び技能】 

〇図形を構成する要素に着目し、既習の知識や技能を関連付けながら、円の性質を見いだし具体的な場面で活用する

ことができる。                                                           【思考力、判断力、表現力等】 

〇数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度を養い、問題解

決の過程を振り返って評価・改善しようとしている。                             【学びに向かう力、人間性等】 

 

４. 単元計画（全６時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 
重点的に見取る 

振り返りの視点 
指導上の留意点 

１
次
（
３
時
間
） 

１． 円周角と中心角の関係の発見、 

円周角の定理の理解・証明をする。 

 

 

２. 円周角の性質（同じ弧に対する円

周角・半円の場合の直角など）を理

解する。 

 

３.基礎から応用まで、３段階の難易度

別問題を用いて、円周角の性質の定

着と問題解決力の育成を図る。 

①③ 

 

 

 

①② 

 

 

 

①② 

○円周角の性質を直感的に捉え、論理的に考

察させるために、操作活動や ICT を用いて関

係に気づかせ、段階的に証明を指導する。 

 

○円の性質を多面的に理解させるために、具体

例や視覚的な資料を使いながら、性質の成立

理由を丁寧に解説する。 

 

○自己調整力を育成するために、理解度に応じ

て段階的に問題を解く活動を設ける。 

 

２
次
（
２
時
間
） 

４. 円周角の定理の逆について、既習

事項（円周角の定理）と対比させな

がらその意味を理解する。 

 

５． 円周角の定理やその逆を組み合わ

せ、証明問題などの複合的な図形問

題の解決に応用する。 

① 

 

 

 

②③ 

○ 課題解決の過程で、論理的な思考を深める

ために、根拠を明確にしながら他者に説明・ 

議論する機会を設ける。 

 

○図形を構造的に捉え思考力を伸ばすために、

協働的な話し合いや多様な解法の共有の場

を設ける。 

３
次 

（
１
時
間
） 

６．単元のまとめ・確認テスト・振り返り。 ①③ ○学びを内省し次につなげるために、振り返り 

カードや自作問題を用いて理解の定着を図る。 
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５. 本時（第１次 ３時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時   

（１）本時の主眼： 円周角の定理やその特別な場合、弧と円周角の関係を題材に様々な問題を解くことで、難易度別の 

演習を通して個々の思考を深めつつ協働的に取り組み、円周角と中心角の関係について深く理解できるようにする。 

（２）本時展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．前時までの学習を振り返り、本時の

活動とめあてを共有する。 

５ 

 

全体 〇 円周角の定理とその性質を思い出させるために、復習

問題を提示し、電子黒板で視覚的に整理する。 

展

開 

２．めあてを基に個人目標を設定する。 

 

３．課題の確認、取り組み方を共有す

る。 

 

４．難易度別の演習問題（３段階）に 

取り組む。 

個別最適な学び 

・  基本から発展の３種類の  

問題から、自分に合った問題

を選ぶ。 

・ 解法に迷った場合は、ヒント

カードや教科書の例題を参考

にして進める。 

協働的な学び 

・ ペアやグループで互いの考えや

解き方を説明し合い、考え方の  

根拠や正確性を確かめ合う。 

 

 

２ 

 

５ 

 

 

３０ 

 

 

 

個人 

 

全体 

 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

○ 学習への主体的な関わりを促すために、生徒自身が 

今日の個人のめあてを自由に設定する時間を設ける。 

○ 全員の学習の進み具合を可視化するために、課題確

認後にネームカードを黒板に貼らせ、進捗状況を共有

できるようにする。 

 

〇 各学力層に応じた手立てとして、補助線を引いたプリン

トをメタモジに提示する。 

 

○ より高い学びへの意欲に応え、応用力を育てるた

めに、プリント裏面に発展問題を用意し、自ら選ん

で取り組めるようにする。 

 

○ 今の学習状況の確認をするために、自分自身の振り 

返りの時間を取る。 

 

〇 解法の妥当性を確かめ合い、多様な考え方に気づける

ようにするために、ペアやグループで解き合う活動を  

例示する。 

○ 誤答や理解の不十分な箇所を明確にし、理解を深め

るために、解答を使って自己採点するよう促す。 

終

末 

5. 本時のまとめとして、評価問題と、

振り返りを行う。 

課題解決の過程を振り返る 

 

 

 

 

 

 

 ５ 

 

個人 

↓ 

全体 

★ 円周角の定理と弧と円周角の性質を正確に適用し、 

問題を解いている。＜知識・技能＞ 

めあて 自分に合ったレベルの問題を選択し、「円周角の定理」の理解を深めよう。  レベル （  ）に挑戦！ 

【予想される生徒の振り返り】 

①「自分のレベルに合った問題から始めたことで、理解しながらステップアップできた」 

②「友達が説明していた補助線の引き方で、自分も考えが広がった」 

➂「基本的な問題は解けるようになったので、次はもっと難しい問題に挑戦したい」 

【振り返りの視点】 ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと③これからの学びとのつながり 
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第３学年 外国語科（英語）学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名 “Translating Culture”（NEW CROWN English Series 3） 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 
中学校学習指導要領解説外国語編（平成 29 年）の

「（５）書くこと」の指導目標である「ア 関心のある事柄に
ついて、簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるよ
うにする」ことをねらいとし、パフォーマンステストの原稿を作
成する際に、関係代名詞（主格・目的格）を用いて、漫画や
アニメを説明する英文が書けるようになることを目標として
いる。 

【生徒観】 
本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、４技能の
うち、最も苦手なものは「書くこと」と回答した生徒が４２％
であった。理由として、単語の綴りは比較的書けるが、単語
の配置がわからないという内容の記述が多く見られた。一
方で、最も伸ばしたい技能は何かという問いに関し、「書く
こと」と回答した生徒が４５％と最も多かった。この結果か
ら、自らが表現したい英文を作成する際に、困難さを感じる
生徒が多いことがわかった。 

 

【指導観】 
本単元の指導にあたっては、「みんながよく読む日本の漫画を紹介してほしい」と考えている ALT のシェイレン先生の

ために、既習の英語表現で書いた紹介文を友達からアドバイスをもらい、より状況が伝わるものに加筆・修正を行う言語
活動を設定する。この活動を通して、関係代名詞を用いた英文や、状況に応じて適切な表現を用いて正確な文章を書け
るようになることをねらいとする。英文を作成する際、単語の配置に困難さを感じている生徒が多いことから、英文の作り
方を記載したワークシートを ICT 端末で生徒に配布する。また、振り返りにおいては、友人が作成した英文を参照できる
ようにし、関係代名詞や既習の英語表現がどのように使用されているかを視覚的に捉えられるようにする。本単元は、関
係代名詞の使用場面を意識しながら、自らの考えを伝える力を養うことができるという点で意義深い。 

 

３．単元目標 

〇 関係代名詞の用法を理解できるとともに、事実や自分の考えなどを正確に書く技能を身に付けることができる。 

【知識及び技能】 

〇 関係代名詞を用いて、状況が伝わるような説明を付け加えて書くことができる。  【思考力、判断力、表現力等】 

〇 話し相手により伝わりやすい英文になるように、加筆・修正を繰り返しながら文を完成させようとしている。  

                     【学びに向かう力、人間性等】 

４. 単元計画（全９時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

次 主な学習活動・内容 
重点的に見取る 

振り返りの視点 
指導上の留意点 

１
次
（
３
時
間
） 

1.関係代名詞（which・that・who）主格

の特徴や決まりを理解する。 

２．漫画を説明するときの表現を学ぶ。 

3.日本語の特定の表現について話したり 

書いたりする。 

①③ 

 

①③ 

② 

○関係代名詞や want+A+to＋動詞の原形を
用いて、自分の考えを英語で話させたり、書
かせたりする際、英文の作成が困難な生徒が
活動に取りかかれるようにするために、ヒント
カードやワークシート、デジタル教科書を準備
し、生徒が使いやすい方法を選択できるよう
に配慮する。 

２
次
（
３
時
間
） 

４.want+A+to＋動詞の原形の特徴や 

決まりを理解する。 

５．アニメや漫画を説明するときの表現を 

学ぶ。 

６.日本語の特定の語句について話したり 

書いたりする。 

①③ 

 

①③ 

 

② 

○主体的に学び合いを進められるようにするた

めに、「学びの図」を提示し、自己選択・自己

決定を促す。 

３
次
（
３
時
間
） 

７．パフォーマンステストの原稿を作成す 

る。 

８．関係代名詞（主格）と既習の語や表

現を用いて原稿を加筆・修正する。 

９．パフォーマンステストを行う。 

①③ 

 

② 

 

① 

○自分の考えの変容を実感することができるよ

うに、本単元の学びについての振り返りを行

い、全員で共有する。 
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５. 本時（第３次 ２時目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時     

（１）本時の主眼：漫画の登場人物を説明する英文を加筆・修正する活動を通して、関係代名詞や既習の英語表現を 

用いて作成することができるようにする。 

（２）本時の展開 

 

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．前時の学習を振り返り、本時の活

動を確認し、めあてを共有する。 

 

５ 

 

全体 〇前時の学習とのつながりを意識できるよう、前時に生徒
が記述したものの中から、分からなかったところやもっと
学びたいことが書かれたものをピックアップし、電子黒
板に提示する。 

展

開 

２．本時の流れを確認し、相手に 
  アドバイスを行う際の視点を確認
する。 

 
３．課題１を行う。 
  (1)前時に作成した紹介文を、 
     関係代名詞を使って修正 
     する。 
  (2)(１)で作成した２つの英文の 
      うちのどちらかを、級友に 

アドバイスをもらい、原稿に加
筆する。 

4．課題２を行う。 
  ・課題１で作成した英文に、さらに
既習の英語表現を用いて紹介し
た登場人物の状況を説明する英
文を加筆する。 

 

個別最適な学び 

・自分で加筆・修正の方法を
選択して文章を考える。 
・課題１で作成した文章を見
直し、他者の意見をもらった
後に選択する。 

 
協働的な学び 

・級友にアドバイスを貰い、よ
りよい原稿になるように加
筆・修正を行う。 

５ 

 

３０ 

全体 

 

個人 

・ 

ペア 

・ 

小集団 

↓ 

全体 

 

〇 相手により伝わりやすい英文を作成するために必要な
事項を共有するために、交流の視点を確認する。 

 
〇 加筆・修正を行う際、自身の提案に参考になる表現を
見つけることができるようにするために、ヒントシートや
学習者用デジタル教科書、ワークシートを活用してよい
ことを確認する。また、分からないときは別の友達に尋ね
たり、ICTを活用したりしてよいことを伝える。 

 
○多様な考えを共有し、個々の考えを深めるために、全体
で交流する活動を設定する。その際、友達からのアドバ
イスを元に加筆・修正を行った生徒を意図的に指名す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○修正前と修正後の英文を比較させ、関係代名詞を使う
ことの有効性を確認する。 

 
★登場人物を説明する英文を、関係代名詞を用いて 修
正している。〈思・判・表〉 

 

終

末 

5． 本時のまとめ・振り返りを行う。 
 
 
 
 
 
課題解決の過程を振り返る 
 
 
 

１０ 
 

個人 
↓ 
全体 

〇「自己の学びの自覚」「学び合いの有効性」、「これから
の学びへのつながり」の視点で振り返りを行い、全体で
共有する。 

Today’s goaｌ あなたがシェイレン先生に読んでもらいたいマンガの登場人物を紹介する英文を、より 
状況が伝わる英文に修正し、パフォーマンステストの原稿に加筆しよう。 

まとめ 前時で作成した英文をより英語らしい表現にするための手段のうちの一つとして、関係代名詞を使う。 

【予想される生徒の記述】 
課題１ 
This is a man who can play basketball well. 
Look at a girl that is singing a song. 
 
課題２ 
He is practicing basketball very hard. 
She is a member of the idol’s group. 

【振り返りの視点】  ①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと 

【予想される生徒の振り返り】 ①英文を書くときに、関係代名詞のルールを意識しながら英文が書けた。 

    ②友達からアドバイスをもらって、原稿をよりよいものに修正できた。 

③友達が書いている文が参考になったので、それを使って文章を付け加えたい。 
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特別支援学級 外国語科学習指導案 

苅田町立苅田中学校 

 

１. 単元名  「できることをたずねたり伝えたりしよう」 

２. 単元設定の理由 

【単元観】 

本単元は、中学校学習指導要領解説外国語科編

（平成 29 年）の「（３）話すこと（やり取り）」の指導

目標である「ア 関心のある事柄について、簡単な語

句や文を用いて即興で伝え合うことができるようにす

る。」ことをねらいとしている。本単元では、お互いが

できることについてペアで会話する課題を設定し、ね

らいに迫りたい。ただし、「即興」については生徒の実

態に合わせて、それぞれの目標を設定する。 

【生徒観】 

本学級の生徒に事前に行ったアンケートでは、 

「英語の活動の中で苦手なことは何ですか。」という

質問に、４０％の生徒が「話す活動」と答えた。その理

由として、「発音が苦手だから」「発音が難しいから」

「発音を間違えたら恥ずかしいから」と答えた生徒が

７０％であった。このことから、発音に課題や苦手意識

を抱える生徒が多く、話す活動の際に配慮や支援が

必要である実態が明らかになった。 

 

 

【指導観】 

本単元は、ペアで会話する活動を通して、できることについてたずねたり伝えたりすることができるようになる

ことをねらいとする。そこで、指導にあたっては、活動する前にパターンプラクティスをする活動を設定することで、

話す活動を苦手と感じている生徒が自信をもって発音できるようにする。その後、ALT も含めて自分が聞きたい

相手とペアでできることを伝えたり尋ねたりし合う活動を設定することで、英語で伝え合う楽しさを感じることが

できるようにする。 

 

３．単元目標 

○助動詞 canを用いた文の形・意味・用法を理解できるとともに、できることについてたずねたり、答えたりする技

能を身につける。                                                               【知識及び技能】 

○できることについて、簡単な語句や文を用いてたずねたり答えたりしている。できることについて簡単な語句や文

を用いて書くことができる。                                             【思考力、判断力、表現力等】 

○できることについて、簡単な語句や文を用いてたずねたり答えたりしようとしている。できることについて簡単な語

句や文を用いて書こうとしている。                                       【学びに向かう力、人間性等】 

 

４. 単元計画（全２時間） 

（振り返りの視点 ①自己の学びの自覚 ②学び合いの有効性の確認 ③これからの学びとのつながり） 

主な学習活動・内容 重点的に見取る 

振り返りの視点 

指導上の留意点 

１．助動詞 can を用いた文の形・意味・用

法を理解し、できることについて質問し

たり答えたりする文を書く。 

 

２．助動詞 canを用いて、できることについ

て質問したり、答えたりする。（本時） 

①③ 

 

 

 

①  

 

○書くことに苦手意識をもつ生徒がいるため、書 

く量を調節したワークシートを準備する。 

 

 

○自信をもって発音できるようにするために、活

動の前にパターンプラクティスを行う。 

 

 

 

31



５. 本時（２／２時間目）   令和７年１０月２４日（金） 第５校時   

（１）本時の主眼：単語や発音を確かめたり、ALTを含めてペアで会話したりする活動を通して、できることに 

ついて質問したり、答えたりすることができるようにする。 

（２）本時の展開 

                                                         

 
学習活動・内容 

時間 

配当 

学習 

形態 
〇指導上の留意点  ★評価 

導

入 

 

１．挨拶をする。 

 

 

 

2．前時の学習を振り返り、本時の

活動を確認し、めあてを共有する。 

 

 

５ 

 

 

 

 5 

 

 

全体 

 

 

 

全体 

 

 

 

〇生徒が主体的に授業に参加できるようにするために、

生徒が先生役として挨拶をし、楽しく英語を使う雰囲

気を作る。 

 

〇前時の学習とのつながりを意識できるようにするため

に、これからの学びとのつながりについて記述した振

り返りを提示する。 

○活動の見通しをもつことができるようにするために、

ホワイトボードに活動の手順を示す。 

 

 

展

開 

３．ペアワークをする。 

 カードを使って、新出単語の発音 

練習をする。（帯活動） 

 

４.発音練習をする。 

・Can you play baseball？ 

・Can you eat natto？ 

・Can you ～ ？ 

 

 

5.ALT を含めて自分が決めた相

手にできることについて尋ねたり、

答えたりする活動をする。 

６ 

 

 

  

1０ 

 

 

 

 

 

１４ 

ペア 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

全体 

○本時の表現をスムーズに発音できるようにするため

に、使う動詞の意味、発音を確認する場を設定する。 

 

○次の活動で自信をもって尋ねることができるようにす

るために、パターンプラクティスを行う。 

○一人ひとりが正しく発音できているか確かめるため

に、全員で発音した後、一人ずつ発音する場を設定

する。 

 

○本時の表現の定着を図るために、自分でやり取りを

行う相手を選択しながら会話する活動を設定する。 

○自分で難易度を選ぶことができるようにするために、

２種類のワークシートを準備する。 

★できることについてたずねたり答えたりしている。 

  〈思考・判断・表現〉 

終

末 

6．本時のまとめを行い、授業の振

り返りを行う。 

 

１０ 

 

個人 

 

〇自己の学びの変容を自覚することができるように、視

点をもとに振り返りを行う。 

めあて できることについてたずねたり伝えたりしよう。 

まとめ ①相手にできるかどうかたずねるとき、Can you～？を使う。 

      ②答えるときは、Yes, I can. または、No, I can’t. で答える。 

 

【振り返りの視点】①今日の授業で分かったこと ②学び合いで参考になったこと ③もっと学びたいこと  
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